
はらか
令和８年度 長洲町立腹赤小学校だより R８.６.１６ No.４ 文責 ： 校長 今脇 三仁

【学校教育目標】 ふるさとに誇りをもち、
夢の実現に向かって主体的に学ぶ腹赤っ子の育成

やり通す力【強く】
協力する力【正しく】
考え行動する力【よく学ぶ】

育成する児童の
<資質・能力>

腹赤小学校のHP
の二次元コードは
こちら↓

玉名教育事務所、町教委の皆さんによるミニ訪問（６/１５）

人権月間の取組 ～ハートフルミニフェスタはらか～ （６/５）

玉名教育事務所から３名、長洲町教育委員会から３名の来校者で行われた「ミニ訪問」。まず、
１時間目の授業参観です。担任の先生方と共に、落ち着いて学習に取り組んでいる子どもたち
の姿を見ていただきました。

人権月間の取り組みとして「ハートフルミニフェスタはらか」を開催しました。今回は、じゃんけん
で負けたら後ろにつながっていく「じゃんけん列車」と、お題に合わせたポーズでピタッと止まる
「だるまさんの日常」を行いました。学年をこえて声を掛け合い、友達のユニークな表情やポーズ
に笑顔と歓声に包まれた時間となりました。運営委員会の進行も上手にできました。これからも互
いの違いを認め合い、誰もが安心して過ごせる腹赤小を目指して、取組を進めていきます。あわ
せて先日の代表委員会において、今年度の人権スローガンが決まりましたのでお知らせします。

租税教室を６年生で実施しました。長洲町
役場の税務課の方から、税金についてのお話
を聞きました。
税金が私たちの暮らしの中でどのように使
われているのか、また、税金がなくなったらどう
なるのか、動画を見ながら学びました。ごみの
処理ができない、信号などがなくなる。橋や道
路がなくなる…等、様々な不具合が起きること
が分かりました。また、税金では、想像できない
お金の単位が出てきます。そこで、一億円がど
のくらいの量で重さになるのか体感する機会
もありました。いずれも、子どもたちにとって、貴
重な学びの場となりました。

６年租税教室（６/１０）

令和８年度腹赤小人権スローガン
「いじめゼロ 思いやりあふれる 笑顔いっぱい 腹赤の輪」

一億円を持ってみたい子どもたちが立候補！
その重さに驚いていました。

国を維持するためには、税金
が必要だと実感しました。

子どもたちの頑張りや
課題等の意見交換も行
いました。これからの改善
に向けた取組を進めて参
ります。 読み聞かせで学びます

長いじゃんけん列車になりました

先生の板書や端末を活用しながら学習を進めます

１０の縦割り班を２つに分けて実施しました。盛り上がりました！
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